
五ヶ会×道の駅漢学の里しただ×県立三条商業高等学校の取組状況 

 

１ ガイダンス・ひこぜん体験会（７月 21 日） 

 〇県立三条商業高等学校１年２組（34 名）がプロジェクトに参加。 

 〇多くの生徒は、「「ひこぜん」「八十里越」を知らない」状態からスタート。 

 〇実際に「ひこぜん」を試食・体験しながら、地域の歴史や文化について学ぶ。 

   
 

 

 

 

 

 

 

２ 県立三条商業高等学校生徒（１年２組）夏休み課題（７月～８月） 

 〇夏休みの課題（テーマ：「若い世代にも親しまれる新しいひこぜん」）として商品

アイデアを生徒自身が考案。 

 〇生徒の主な検討視点 

・一口サイズ・団子化 

・タルト・パフェなどのスイーツ化 

・ＳＮＳ映えする見た目やパッケージ 

  ・「もっと食べやすくしたい」 

・「スイーツなら高校生も買いやすい」 

・「写真を撮りたくなる見た目が大事」 

 

３ 成果発表会・ワークショップ（９月 10 日） 

 〇夏休みの課題に基づき生徒が商品提案を発表し、 

「道の駅漢学の里しただ」と意見交換を実施 

 〇「タルト系」「パフェ系」「まんじゅう系」などの 

商品化に向けた方向性を整理 

 

４ 試作品評価会（10 月７日） 

 〇上記３の意見交換をもとに、「道の駅漢学の里 

しただ」が試作品を製作し、高校生による試食・ 

評価を実施し、改良点などを検討 

 

 

別紙３ 

文化祭・ひこぜん祭りで成果発表 
 
〇高校生のアイデアをもとに考案した商品を販売 

〇地域の伝統食「ひこぜん」の新たな可能性を発信 


